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1.層  位

調査地は、前章に述べたように、十二坪の中心部分にあたるマンション建設予定地のほ

ば中央で、敷地面積の約 1/3が調査前に破壊されたため、調査は遺構面の撹乱の虞れがある

盛上部分と養魚池に集中せざるを得なかった。ことに、養魚池はその周囲を鉄筋コンクリ

ー トに改装 した際、基礎部分を深く掘り下げただけでなく、池底も金魚の病気予防のため

毎年浚えているので、その虞れは強かった。 しか し、発掘の結果、旧水田の耕上が削られ

ている程度で、遺構そのものへの影響はほとんどないことが明らかとなった。

層位は調査地域全体で共通 し、 1)旧水田耕±  2)床 土層 3)黄 褐色粘質土層ない

し灰色砂層 4)黒 色粘砂層の順で移行する。遺構はすべて 3)の黄褐色粘質土ないし灰

色砂層を切 りこんで形成されていた。この層は最も厚いところで 16mの厚みがあり、粘

土質と砂質が面的にも層的にも複雑に交代 しながら分布 している。

二次にわたる発掘調査で検出した遺構は、平城京造営以前の遺構、平城京の遺構、およ

びそれ以降の遺構である。平城京造営以前の遺構はSD397、 398の 2条 の自然流路である。

SD398は 南北28m分 を検出。ともに西北から東南に蛇行 して流れる。流れの方向は調査地

の西側に広がる西之京丘陵の谷地形の方向と一致 し、奈良時代の条坊設定以前の自然流路

の方向を物語っている。

2.奈 良時代 の遺構

平城京の遺構は、八条大路北側溝のほか、掘立柱建物 13棟、井戸 4基、掘立柱塀 3条、

溝、土壊などがある。これらは、遺構の重復関係や出土遺物、国土座標に対する軸線の振

れからA～ Cの三期に区分できる。

A期 の遺構 この時期の遺構は主軸方位が国土方眼座標にはば一致する。十二坪内は、東

西塀 SA3851こ よって南北に二等分され、その南北がさらに数等分されていた可能性がある。

SB382発掘区の関係から東側柱は未検出だが、遺構の状態から3間 2間の南北棟の可能

性がある。柱間は桁行が 0.9m(3尺 )、 果間 13m(43尺 )である。

SB383北側は中世の土壊により破壊されているが、桁行 2間以上、異間 2間の南北棟の

可能性がある。柱間は桁行、異間とも 1.9m(63尺 )。

SB388東西塀 SA385の 北 3mにある東西棟建物。北半分は中世の上壊によって切 られ不

詳だが、南半分は 3間分の柱穴を検出した。柱間は 1.5m(5尺 )等間である。

SB389 3間 2間の東西棟、桁行は 18m(6尺 )等間、梁間 8.3m(55尺 )である。

SB390東側柱は発掘区外におよび、未検出だが 3間 2間の南北棟であろう。桁行は 17

の
構

期三
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m(56尺 )等間、梁間は 1.3m(43尺 )である。

SB391 東西、南北とも各 1間分の柱穴を検出したが、中世の土壊と

重複 しているため規模等は不詳である。柱間は南北方向が 21m(7

尺 )、 東西方向が 12m(4尺 )である。

SB400桁行は 3間分を検出し、なお西側発掘区外にのびる東西棟。

梁間は 2間。柱間は桁行、異間とも 1.85m(61尺 )等 間。柱掘形は

08m× 0_6mで 3箇所に柱根が遺存 していた。この南側柱列の位置

は、八条大路北狽1濤 S D 380か ら坪の狛の距離にある。

SB402A 発掘区の南西隅にあるため、南北にならぶ 2個の柱穴を検

出したのみ。後述するように、宅地割りの点か らは 1間の塀と考える

べきであろうが、柱掘形が方 0,7mと 比較的大きく、 3期の重複があ

るので建物と推定 した。柱間は 27m(9尺 )である。

SE393四隅に支柱を立て、枠板を落しこんだ井戸、一辺約 25mの

方形掘形の中央やや北西寄りに設けている。支柱は直径が 015m、 現

存高が 29m、 長軸に平行 した溝をほりこみ、一辺 0.85mの枠板を落

しこむ。枠板は上部が中世に抜き取られていたが、なお、 5段分が遺

存 していた。枠板の高さは 0.4mか ら023mま である。井戸の底には

掌大の小礫を敷く。遺物は上層の枠板抜き取り位置から塔婆形の木製

品が、井戸底か らは平城Ⅲ (750年頃)の完形土

器、桃核が出土。 A期に作 られ次の B期まで存

続 したことがわんゝる。

SE395平城京以前の自然流路 SD398の跡に掘

られた井戸。SD3981こ 堆積 した灰褐色荒砂層を

方 1.2m、 深さ 2m掘 り下げ、一辺約 06mの

井戸枠を設置している。井戸枠は机の天板、棚

状の板、および巾 0.2mの 薄板を重ねて縦板と

し、内側を横機で固定 していたが、一部崩れて

いた。土器は掘形から平城 Ⅱが、井戸底から平

城Ⅱ。皿が出土 した。また桃核、 ヒョウタン種

子、クル ミなども出土。

SA385十二坪内部を南北に 2等分する東西塀。

B・ Dト レンチで 5間分を検出し、東西に44m

続くことを確認。柱間は 21m(7尺 )等間。
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tab.2 奈良時代の遺構
各時期に分類 した遺構は、上限の時期のみを示す

Ю
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

SD397

時 期 構ｕ還 考備

A

期

SB382     SD380

〃383    SE393
″ 388       〃 395

″389    SK396
〃390    SD406
″ 391      SA385

〃400

″402A

遺構の主軸方位は

方眼方位に一致。

平城宮土器編年の

工 σ30年頃)を

上限とする。

Ｂ
　
　
　
期

SB401     SA 386

″402B     〃403

〃404    SE394
〃407

遺構の主軸方位は

方眼方位に東偏。

平城IL(750年 頃)

を上限とする。

Ｃ

　

　

　

・担

S B 387    SD405

399

402C

遺構の主軸方位は

方眼方位に西偏。

平城V(780年頃)

を下限とする。
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十二坪検出遺構図



SD380八条大路北側溝 SD380は 、敷地の関係から小規模の

発掘にとどまったが、東西 55m分 を検出。溝幅は 4m、 深

さ 05m、 岸はシガラミで護岸 していたらしく木杭が数本残

っていた。溝内から皇朝銭、帯金具、桃核、馬歯が出土。溝

心の座標はX=-14921090、 Y=19384060で ある。

SD381 SD380に 注ぐ幅 lmの南北溝。調査当初は十二坪を

東西に分ける溝かと想定されたが、この溝の延長線上にSB

400の 妻側柱例があたりその性格はなお検討が必要である。

SK396 SE395の西南12mに ある土壊。東西 22m、 南北 08

m、 深さは遺構面から035mの長方形土壊。内部からは炭化

物に混 じって鹿角、獣骨片、桃核などが出土 した。

B期 の遺構 この時期の遺構は主軸方向が方眼座標に対 し、

北で東に振れることが特徴である。

SB401 建物の北半分は発掘区外にあるが、南北 2間以上の

南北棟の可能性がある。桁行 18m(6尺 )、 梁間24m(3尺 )

SA403 SB401の 南約 07mにある東西塀、SB401の 目隠し

塀か。 4間分 7.6mを検出。柱間は不等で、 12m(4尺 )

から27m(7尺 )である。

SB402 B 401Aを 同位置で建て替えた建物である。

SB404東西の妻は発掘区外のため、規模は不詳だが、現状

は桁行 4間以上の東西棟建物である。柱間は、桁行が 22m

(74尺)等間、果間は 2間 とすれば、 14m(46尺 )間 であ

る。柱掘形から平城Ⅲ (750年頃)の完形の平瓶が出土。

SE394南北 23m、 東西 19mの掘形中央にある一辺 09

mの井戸。井戸枠の高さ 2m分が遺存。各辺は長さ 13m、

幅 02nの 薄板 4～ 5枚を縦 2段に組み合せ、内部は横桟で

固定する。横桟は 6段分が残っていた。井戸内部から平城Ⅲ

～V(780年頃〉の上器、神功銭、櫛などが出土。

SE407南北 19m、 東西 2mの掘形のやや南寄りに据えら

れた井戸。井戸枠は崩れて内部に落ちこんでいたが、もとは

西隅に支柱を建て、横桟によって固定 し、幅 02mの 薄い縦

板を組み合わせていた。内部から平城Ⅲ～Vの上器、和同銭、

桃核などが出土 した。ag.11 井戸遺構図

′
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SA386 A期 のSA385の北約 16mにある東西塀。 2間分を

検出、さらに西に続 く可能性がある。柱間は 17m(56尺 )

等間で、主軸は方眼方位に対 し3° 20′ 東偏する。

C期 の遺構 この時期の遺構は、主軸方位が B期 と逆に方眼

座標に対 し西偏する。今のところこの期の遺構は少ない。

SB387発掘区の西南隅付近で検出した東西 3間以上、南北

2間以上の建物の全体の規模は不詳である。柱間は東西が

14m(46尺 )等間、南北は 16m(53尺 )間である。

SB399南北 2間、東西 1間以上で、建物の東半分は発掘区

外のため規模不詳だが、東西棟建物の可能性がある。柱間は

南北が 2m(66尺 )で ぁる。

SB402C SB402Bを 建て替えた建物である。

SD405八条大路北側溝 SD380の 北 28mに ある幅 04mの

東西溝。発掘区が狭く、ごく一部を検出したにとどまるが、

位置からみて築地塀の北雨落溝の可能性がある。溝内から平

城Ⅳ (760年頃)の上器が出土。

以上、各時期の遺構について述べてきた。ここで A～ C期

の実年代について見通 しを述べておこう。

A期は、井戸 SE395や SE393出 上の土器が平城 Ⅱであるこ

とからみて、 730年 頃を上限とみることができる。 B期は、

建物 SB400の 柱掘形や井戸 SE394、 407出土土器が平城Ⅲで

あることから、 750年頃を上限とする。C期は東西溝 SD382

や井戸 407出土土器が平城Ⅳや Vであることか ら、下限を奈

良末におくことができる。

※平城宮土器編年 (F平城宮発JF Jwll査 報告Ⅶど1978 P140-部 省略)

主要遺構  略年代  年代推定の根拠

fig。 12 金属製品

1 帯金具 (S D 380)

2 襲落 (Cト レンチ)

3 和同開亦 (SD380)
4 神功開t(SD380)

fig.13 井戸の番付
SE 393の 井戸枠の番付である。これは井戸

を組み立てる時のもの。文柱には方位が、枠

板には方位と下からの段数が書かれている。

1東 四 2西  四

3東前角 4ジ嘲ヒ″j

平城宮 I

〃  Ⅱ

″ Ⅲ

〃 Ⅳ

〃 V

SD 1900下   710

SK 2102       730

SK 2101    750

SK 219    765

SK 2113    780

木簡  701～ 710年

″  728～ 729年

〃  746。 750年

〃    7624F

〃  758年以降

′σ



地割り 三時期の遺構は右京八条二坊十二坪にどのように配置されていたのであるうか。

1800尺の 地割りを論ずる際に前提となる十二坪の規模についてまず述べよう。京内の発掘と遺存地
計画寸法                                 (1)

割りの計測とによって、平城京条坊の計画寸法は1800尺であること、この基準尺は東 1坊
9)

大路等の発掘から、尺 =0,2949mで あることが判明した。坪の計画寸法は 450尺であるか

ら、今回発掘の八条大路北狽1溝 SD380を もとに、八条大路の幅を仮に 8丈として求めた道

路心から450尺 (1328m)北が十二坪と十二坪の坪境となる。ここは I章に述べたように

運河の推定地で、正確な幅員が明らかでなく、仮に小路幅 2丈 (59m)と し、その 1/2を 差

し引いた十二坪の南北規模は H8m(400尺 )と なる。次に、平城京内の坪内部の南北の分

割は、溝や塀によって南北に 2・ 4・ 8等分する例がある。東市北狽1の左京八条三坊九坪

では坪の南からほば 1/4、 1/8、 1/8、 1/8の 順に区画されていた。これらをもとに、右京八条二

坊十二坪の遺構配置を検討すると、東西塀 SA385は SD380を 基点とする十二坪の南北規模

118mの 1/2(以 下SD380を基点に南からの距離を単に分数で示す)に 、東西棟建物 SD400の 南側

柱は 1/8に ほば一致。他の遺構の多くも8等分点に重複せずに位置する。唯、A期のSB389

は7/8が棟通りとなるので、ここは1/4の 区画の可能性がある。また SB402は 2/8が
柱間の北か

ら2間 目にあたり、SB389同 様、1/4区画の可能性もあるが、前述のように建物全体が未検

出であり、なお検討を要する。C期の SB387は 1/2上に位置するが、検出建物が少ないため、

この時期地割りに変更があったのかどうかは不詳である。

南北を1/4 以上、十二坪はA・ B期を通じて南北長が 1/4な いし1/8に 区画されていた可能性を述べた
1/8に 区画

が、検出遺構が少な く、今後の検討が必要である。また東西の区画については、坪の中心

にあたる敷地を事前に掘り返され、調査不能となったこともあり、手懸りを得られなかった。

L l 奈文研『平城宮発掘調査報告』Ⅱ (奈文研学報

第15冊)1962P99-102

2 東一坊大路心と二坊々間路心の実測値400239m

に朱雀大路の方眼方位に対する振れの修正を加え、

両路心間の計画寸法1350尺で除した数。奈文研『平

城京左京三条二坊六坪発掘調査概報』1975

3.奈文研『平城京左京三条四坊七坪発掘調査概報』

1980 P15                         。

4.奈文研「左京五条一坊の発掘調査 (第 90次 )J

『昭和49年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

1975 P29--30
|
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東市周辺東北地域の調査―』1976(奈良県)P12

--14、  46
十二坪の地割 り (単位 :尺 )



2.中世 の遺構

中世の遺構は種類が少なく、掘立柱塀 1の他墓壊と大小様々の土壊があるのみである。

SA384 Aト レンチで検出した 2間の掘立柱塀、総長 1.9m(63尺)である。柱掘形は径

蔵骨器  02mと 小さく、軸線は方眼方位に対 して約30°西偏する。

SK408 SB391に 接する一辺、深さとも約 0.4mの方形土壊。内部から口縁を上に向けた

瓦製火舎 (fig 20-4)が出土。蔵骨器として転用 したのであろう。副葬品はない。

SK409 SK408の 南に接する一辺約 05mの不整形土壊、深さ 0.4m。 内部から完形の、

製作中に焼け歪んだ土釜 (fig 20-3)が出土 した。蔵骨器として使用 したのであろう。

SK410 SE393の 南に接 した楕円土壊。上部を別の土墳に切 られているが現存部分からみ

て、もとは南北 0.6m、 東西 0,4m、 深さ 0.5m程度の土壊であろう。内部から口縁をや

完形の土 や北に傾けた土釜 (fig 20-2)が 出土。火に懸けた痕はなく、やはり蔵骨器であろう。
釜

SK415 Gト レンチに多い不整形土墳のひとつ。径約 3m、 深さ 1.5mの袋状を呈する。

内部からは土釜、瓦器片が若千出上 したのみ。G・ Fト レンチの一部などで、こうした土

壊が複雑に重複 していた。その性格は、分布が粘土層の地山部分に集中し、砂層部分では

みないこと、袋状に掘ることからみて、粘土採取を目的とした土取りの痕ではなかろう力ち

以上、長岡遷都後、中世に至る迄、十二坪の消息を伝える遺構はない。程な く水田化 し

たのであろう。中世のある時期、十二坪の一部は葬地として使用され、その後、粘土採取

土器の原 を目的とした土取りが行われたらしい。その目的は明らかでないが、東大寺文書 (fig 15)

料取        かゎらけ
などにみる土器の原料採取の可能性もあり得よう。
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